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新百合ケ丘

こどもの国 市が尾 あざみ野

橋本
稲田堤

登戸

溝の口

明治神宮前代々木上原

新宿三丁目

白金高輪

目黒

東京

大井町

大岡山

自由
が丘

二子玉川

日吉 武蔵
小杉

大船

戸塚
湘南台

大和

中山

新横浜

海老名

相模大野

町田

柿生 新百合ヶ丘

長津田 センター北

センター南

こどもの国

立川

中央線

千代田線小田急線

半蔵門線

線
心
都
副

田園
都市線

東横線

東急目黒線

東海道新幹線

東海道本線・
京浜東北線

相鉄本線

グリーンライン

京王線

中央林間中央林間 青葉台

南
武
線

ブルーライン

市が尾 あざみ野

根岸

一般バス路線

八王子

新宿

渋谷

品川

川崎

横浜

藤沢

横浜線

江
ノ
島
線

桐蔭学園

本厚木本厚木

●内は青葉台までの所要時間です。　●内は柿生までの所要時間です。

●内はあざみ野までの所要時間です。　※乗り換えの時間は含みません。

ACCESS

INFORMATION

10/ 30

7/17

11/ 6
11/ 20

学校説明会など （2021 年 6月現在の予定 ）

土

土

土

土

学校説明会　10：00〜／ 1４：３0〜

学校説明会　10：00〜／ 1４：３0〜

学校説明会　10：00〜／ 1４：３0〜

※１０月以降の説明内容は、すべて同じです。

※上記説明会は、日程・開催形式等が変更されることがありますので、必ず学園公式サイトでご確認ください。

中３対象

中３対象

中３対象

中３対象

要ＷＥＢ予約 / 定員あり

要ＷＥＢ予約 / 定員あり

要ＷＥＢ予約 / 定員あり

要ＷＥＢ予約 / 定員あり

http://toin.ac.jp/high/

帰国子女対象説明会（ 中等と合同 ）１０:００〜

9/15 水 オンデマンド学校説明会

交通経路・所要時間

東急田園都市線「 青葉台駅 」下車

東急田園都市線「 市が尾駅 」下車

東急田園都市線「あざみ野駅 」下車

小田急線「 柿生駅 」下車

小田急線「 新百合ヶ丘駅 」下車

横浜市営地下鉄ブルーライン「あざみ野駅」下車

「 桐蔭学園前 」行き

「 桐蔭学園前 」行き

「 すすき野団地 」行き

「 桐蔭学園 」行き

「あざみ野駅 」行き

「 すすき野団地 」行き

桐
蔭
学
園
高
等
学
校

「 桐蔭学園前 」下車

「 桐蔭学園前 」下車

「もみの木台 」下車

「 桐蔭学園 」下車

「もみの木台 」下車

「もみの木台 」下車

15分

10分

10分

15〜20分

20分

10分 徒歩10分

徒歩10分

徒歩10分

［ 電車 ］ ［ バス］



わ
た
し
が
輝
く

ス
テ
ー
ジ
へ

自
分
は
社
会
で
何
が
で
き
る
の
か
。

多
様
な
人
々
の
共
存
と
幸
福
を
実
現
す
る
社
会
人
と
し
て
。

時
代
を
切
り
拓
く
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
。

学
び
を
楽
し
み
、
成
長
を
実
感
し
、

人
・
世
界
と
出
会
う
こ
と
が
、
夢
を
育
み
ま
す
。

志
望
す
る
進
路
に
対
応
す
る
３
コ
ー
ス
制
で
、

す
べ
て
の
生
徒
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
を
見
つ
け
、
語
り
、

実
現
す
る
こ
と
を
全
力
で
応
援
し
ま
す
。

志 望 す る 進 路 に 対 応 す る３コ ー ス

プログレスコース

医 学 部を含む

難 関 国 公 立 大 学 へ の

進 学 に 対 応 するコース

アドバンスコース

国 公 立 大 学・

早 慶 等 難 関 私 立 大 学 へ の

進 学 に 対 応 するコース

スタンダードコース

国 公 立 大 学・

私 立 大 学 へ の

進 学 に 対 応 するコース
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TOIN GAKUEN SENIOR HIGH SCHOOLTOIN GAKUEN SENIOR HIGH SCHOOL02 01



各 教 科 の 学び

英 語 科

国 語 科

家 庭 科

数 学 科

地歴公民科

体 育 科

理 科

芸 術 科

情 報 科

知識の定着を図る講義と演習、聞く・
読む・話す・書くの４技能の伸長を図
る活動と学習のバランスを取り、異
文化をつなぎ世界に発信できる国際
人を育成します。

生徒が主体となり、互いに問題解決
を図っていく学び合いによって、聞
く・読む・話す・書く力＝伝え合う力、
論理的思考力を伸ばし、自ら思考し
行動できる人材を育成します。

生 活を主 体 的に営むための 知 識と
技能を習得し、ホームプロジェクト
を通して生活能力を高め、男女が協
力してよりよい家庭や地域の生活を
創造する力を身につけます。

高校１年は文理共通で、高校２年か
ら文系・理系に分かれて授業が行わ
れ、「 読解力 」「 思考力 」「 直観力 」

「 計 算 力 」「 表 現 力 」「 作 問 力 」の
６つの力を育てます。

世界史・日本史・地理・政治経済・倫
理 等の学 習を通して社 会 事 象を理
解する基礎知識を身につけ、他者と
関わりながら社会事象を読み解き、
社会・世界を観る目を育みます。

さまざまな種目を扱い、基礎となる
身体能力の向上を図ります。加えて、
武道では礼節、チームスポーツでは
コミュニケーション力を重視し、生涯
スポーツヘの発展を目指します。

実 験・観 察を通して、興 味・関 心を
引き出します。身近な現象を深く探
ることからスタートし、幅広い科学
的な視点を養っていきます。

音 楽か 美 術 の 選 択 制 の 授 業 では、
基 礎 的な知 識や技 能の習 得を通し
て、自分が感じたことや考えたこと
をより専門的に創意工夫し、美しく
表現する能力の育成を目指します。

情報化が社会に及ぼす影響を理解
し、情報機器や情報通信ネットワー
クなどを活用し、情報を収集、処理、
表 現 する中で、情 報 社 会の中で生
きる基礎力を育てます。

夢
へ
・
大
学
へ
・
社
会
へ

自ら考え 判断し
行動できる力

夢へ向かい
成長する力

「自己を認める」

自ら学ぶ・共に学ぶ
アクティブ
ラーニング型授業

成長の実感

楽しい学び

「 他者を認める」

課題を解決する
探究

豊かな出会い

桐蔭学園の学び

夢を見つける
キャリア教育

桐
蔭
学
園
高
等
学
校
の
コ
ン
セ
プ
ト

多
様
化
す
る
社
会
で
、
夢
に
向
か
っ
て
力
強
く
生
き

て
い
く
た
め
の
主
体
性
や
協
働
性
を
育
み
ま
す
。

01

自
己
を
承
認
し
他
者
を
承
認
す
る
こ
と
で
、
成
長

す
る
力
・
学
び
続
け
る
力
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

02

男
女
共
学
に
よ
り
多
様
な
他
者
を
受
け
と
め
、
互
い

に
学
び
合
う
姿
勢
を
涵
養
し
ま
す
。

03

高
校
か
ら
の
入
学
生
だ
け
で
、
３
年
間
の
体
系
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ
っ
て
無
理
な
く
学
び
ま
す
。

04

Toin Education
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アフタースクール（ 放課後のさまざまな活動の総称 ）

P. 13

〜「 授業 」の枠を越えて、生徒がいきいきと活動できる場〜

03

キャリア教育

桐蔭学園には、各方面で活躍する5万人以上

の卒業生がいます。豊富な人脈を生かした卒

業生との交流会や、ジョブシャドウイング、研究

室シャドウイングやさまざまな学校行事を通して、

生徒は社会性を身につけると共に、自分の未来

の姿を思い描きます。さらに毎日のホームルーム

でも1分間スピーチや、生活のふり返りを通して、

自分を客観的に見つめ、ありたい自分を作り出

し、両者を結びつける力―「成長し続ける力」

を育成します。

P. 11

01

アクティブ
ラーニング型授業

知識・技能を使いこなして考え、他者と話し合い、

より良い答を追究し発表する経験を重ねるのが

桐蔭学園のアクティブラーニング型授業です。こ

うした中で、知識・技能のみならず、自主性や多

様な意見に耳を傾ける力、チームで問題解決を

する力が育ちます。また、ふり返りの習慣をつけ

ることで客観的に自分を見る目を養い、成長を促

進します。桐蔭学園のアクティブラーニング型授

業は「バランスの良い」学力を育てます。

P. 07

02

探究
（ 未来への扉 ）

人類が経験したことのないスピードで変化し続

けるこれからの社会では、今までの当たり前が

通用するとは限りません。そんな先の見えない

時代において主体的に生きるには、自分で状

況を把握し、課題を見出し、解決する力が不

可欠です。情報整理・分析のための基礎的な

スキルから、論文をまとめて発表するまでを体

系的に学ぶのが桐蔭学園の「 探究（ 未来へ

の扉 ）」の授業（ 週 1 時間 ）です。

P. 09

TOIN の 3 つの柱

自ら考え判断し 行動できる力を。

E D U C A T I O N A L  S Y S T E M

桐 蔭 学 園では、グローバル化 が 進 み、

技 術 革 新 が 絶え間なく続く、変 化の激しいこれからの社 会で

主 体 的に生き抜くための資 質・能 力を、

アクティブラーニング型 授 業・探 究・キャリア教 育の

３つの柱で育てます 。

新しい進 学 校のカタチ

T O I N  E D U C A T I O N
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「
個
」⇒

「
協
働
」⇒

「
個
」の
流
れ
で
、

「
わ
か
っ
た
つ
も
り
」
か
ら

「
わ
か
っ
た
」
へ

冒
頭
に
「
本
時
の
目
標
」
を
確
認
し
、「
今
日
の

授
業
で
は
何
を
学
ぶ
の
か
」
を
明
確
に
し
ま
す
。

ま
た
、
復
習
テ
ス
ト
で
基
礎
知
識
の
習
得
を
確
認

し
ま
す
。
こ
れ
は
「
個
」
中
心
の
動
き
で
す
。
中

盤
に
、
知
識
を
活
用
し
た
ペ
ア
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
発
表
な
ど
を
行
い
、
他
者
の
意
見
や

考
え
方
と
の
共
通
点
や
相
違
点
に
気
付
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
内
の
生
徒
た
ち
の
力
で
よ
り
高
次
な

学
び
に
達
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
協

働
」
中
心
の
学
習
で
す
。
最
後
に
冒
頭
の
「
本
時

の
目
標
」
が
、
授
業
を
通
し
て
定
着
し
た
か
を
ふ

り
返
り
ま
す
。
ま
た
、
他
者
の
意
見
に
よ
る
自
分

の
考
え
の
変
化
を
記
録
し
ま
す
。
こ
の
「
ふ
り
返

り
」
で
「
個
」
を
中
心
と
し
た
学
び
に
お
と
し
込

み
ま
す
。

TOINの3つの柱
EDUCATIONAL SYSTEM

Shinichi M
izokam

i

力
強
く
大
学
で
学
び
、

仕
事
・
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
に

テ
ス
ト
で
高
い
点
数
を
取
っ
て
も
、
上
位
の
大

学
に
入
っ
て
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
が

で
き
な
い
よ
う
で
は
、
大
学
で
力
強
く
学
び
、

仕
事
・
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
私
は
大
学
の
世
界
で
、
そ
の
よ
う
な
学
生

を
少
な
か
ら
ず
見
て
き
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
良

い
大
学
に
入
っ
て
き
た
の
に
、
在
学
中
の
み
な

ら
ず
卒
業
後
も
学
び
と
成
長
が
弱
く
、
残
念

な
思
い
を
し
て
き
ま
し
た
。
学
び
成
長
す
る
大

学
生
、
活
躍
す
る
社
会
人
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
が
で
き
ま
す
。
桐
蔭
学
園
で
は
、「
新

し
い
進
学
校
の
カ
タ
チ
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
生
涯
に
渡
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
力
を
育
成
し
ま
す
。

個
・ 「
今
日
の
授
業
で
は

  

何
を
学
ぶ
の
か
」
を
明
確
に

・ 

復
習
テ
ス
ト
で

  

基
礎
知
識
の
習
得
を
確
認

協働
・ 

知
識
を
活
用
し
た

  

ペ
ア
ワ
ー
ク
や

  

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
発
表

個
・ 「
本
時
の
目
標
」
が
、

  

定
着
し
た
か
を
ふ
り
返
る

・ 

他
者
の
意
見
に
よ
る

  

自
分
の
考
え
の
変
化
を
記
録

01E D U C AT I O N A L  S Y ST E M

TOINの3つの柱

一人ひとりが確かな知識を身につけ、

「 深い学び 」へと発展させる主体的・対話的な取り組みを通して、

社会でも活躍できる人材を育てる。

溝上 慎一
桐蔭学園理事長

2003 年京都大学高等教育研究開発

推進センター准教授。2014 年同教授

を経て、2018 年 9月に桐蔭学園へ着

任。2019 年 4月に理事長着任。京都

大学博士（ 教育学 ）。日本青年心理学

会理事、大学教育学会理事、“Journal 

of Adolescence”Editorial Board

委員、日本青年心理学会学会賞受賞。

【Profile 】

僕
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン

グ
型
授
業
を
受
け
て
、
勉
強

す
る
事
に
楽
し
さ
を
見
つ
け

る
事
が
で
き
ま
し
た
。
仲
間

に
自
分
の
意
見
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
工
夫
し
た

り
、
話
し
合
い
の
中
で
自
分

の
意
見
を
考
え
直
し
た
り

と
、
一
人
で
勉
強
し
て
い
る

と
気
付
け
な
い
事
を
数
多
く

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業
は
、
仲
間
と
共
に
学
び

合
い
、
高
め
合
え
る
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

野
口 

耕
祐
さ
ん

3
年

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
型

授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
同

じ
課
題
に
対
し
て
話
し
合
い

ま
す
。
お
互
い
に
色
々
な
意

見
に
触
れ
な
が
ら
、
解
決
し

て
い
く
事
が
出
来
る
の
で
、

と
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
ま

す
。
私
は
み
ん
な
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
学
習
す
る
事
に
よ
り
、
学

習
効
率
も
上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
学
習
を
通
し
て
多
く
の

友
達
が
で
き
た
事
が
嬉
し

か
っ
た
で
す
し
、
何
よ
り
も

と
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て

い
ま
す
。 濵

野 

芽
依
さ
ん

2
年

TOIN VOICE

アクティブラーニング型授業
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社
会
を
生
き
抜
く
基
盤
と
な
る

力
を
身
に
つ
け
る

こ
の
授
業
で
は
、
は
じ
め
に
課
題
の
発
見
の
方

法
、
情
報
の
収
集
、
整
理
の
方
法
、
発
表
の
技
術

と
い
っ
た
探
究
の
基
礎
的
ス
キ
ル
を
学
び
ま
す
。

そ
の
後
、
自
分
の
興
味
関
心
に
あ
っ
た
「
ゼ
ミ
」

に
所
属
し
、
先
生
・
仲
間
と
共
に
、
自
分
が
設
定

し
た
課
題
解
決
に
対
し
て
探
究
を
行
い
ま
す
。

現
代
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
、
Ａ
Ｉ
な
ど
の
革

新
的
技
術
に
よ
り
こ
れ
ま
で
に
な
い
ス
ピ
ー
ド

で
変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
だ
か

ら
こ
そ
、
自
分
で
世
界
を
分
析
し
て
、
問
い
を
立

て
、
他
者
と
力
を
合
わ
せ
、
問
題
を
解
決
し
て

い
く
力
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
き
ま
す
。
探
究
（
未
来
へ
の
扉
）
で
は
こ
の

よ
う
な
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
、

問
い
続
け
、
学
び
続
け
る
力
を
育
み
ま
す
。

TOINの3つの柱
EDUCATIONAL SYSTEM

H
idetaka Saso

未
来
へ
の
扉
を
開
く

「
探
究
（
み
ら
と
び
）」

「
好
き
な
こ
と
を
好
き
な
よ
う
に
調
べ
ら
れ

る
。
先
生
も
話
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
。

皆
も
自
分
の
研
究
を
認
め
て
く
れ
る
。
本
当

に
楽
し
い
一
年
半
で
し
た
。」

こ
れ
は
あ
る
卒
業
生
の
言
葉
で
す
。「
未
来

へ
の
扉
（
通
称 

み
ら
と
び
）」
は
問
い
続
け
、

学
び
続
け
る
力
を
身
に
つ
け
て
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら

生
ま
れ
た
探
究
の
授
業
で
す
。
先
ほ
ど
の
先

輩
の
よ
う
に
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
掘
り

下
げ
、
真
剣
に
向
き
合
い
、
未
来
へ
の
扉
を
開

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

02E D U C AT I O N A L  S Y ST E M

TOINの3つの柱

問い続け、学び続け

問題を解決に導く力を身につける。

佐相 秀崇

公民科教諭／探究統括主任
【Profile 】

TOIN VOICE

探究（ 未来への扉 ）

❶【課題の設定】

❷【情報の収集】

❸【整理・分析】

❹【まとめ・表現】

❺【ふり返り・考えの更新】

探究のプロセス
（ 課題の設定、情報の収集、整理・分析、まとめ・表現、ふり返り・考えの更新 ）を

繰り返し実践

「
み
ら
と
び
」
で
は
自
分
の

設
定
し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て

研
究
を
行
い
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
の
実
施
や
、
論
文
を

読
ん
で
参
考
に
し
た
り
と
、 

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
研
究
を

進
め
ま
す
。
テ
ー
マ
設
定
は

ゼ
ミ
に
所
属
す
る
た
め
、
あ

る
程
度
の
制
約
は
受
け
ま
す

が
、
自
由
度
は
高
く
、
漫
画

や
西
洋
絵
画
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
。

好
き
な
事
や
興
味
の
あ
る
事

ほ
ど
研
究
へ
の
意
欲
も
高
ま

り
、
今
後
の
学
習
や
生
活
に

も
活
か
さ
れ
ま
す
。

大
久
保 

拓
人
さ
ん

3
年

一
年
生
の
授
業
で
は
、
探
究

を
進
め
る
た
め
に
必
要
な
研

究
課
題
を
設
定
し
ま
す
。
自

分
に
と
っ
て
未
知
で
あ
り
、

答
え
が
す
ぐ
に
出
な
い
よ
う

な
課
題
を
決
め
る
こ
と
が
、

最
初
は
難
し
そ
う
に
思
え
ま

し
た
が
、
日
常
生
活
の
中
に

あ
る
小
さ
な
疑
問
を
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
考
え
る
こ
と

で
、
課
題
を
発
見
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

も
と
に
来
年
の
探
究
に
活
か

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
田
　
彩
葉
さ
ん

2
年
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豊
富
な
交
流
と
、

日
々
の
積
み
重
ね
に
よ
る

桐
蔭
な
ら
で
は
の
キ
ャ
リ
ア
教
育

桐
蔭
学
園
に
は
、
各
方
面
で
活
躍
す
る
５
万
人
以

上
の
卒
業
生
が
い
ま
す
。
豊
富
な
人
脈
を
生
か
し

た
卒
業
生
と
の
交
流
会
や
、
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ

ン
グ
・
研
究
室
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
ほ
か
さ
ま
ざ
ま

な
学
校
行
事
を
通
し
て
、
生
徒
は
社
会
性
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
自
分
の
未
来
の
姿
を
思
い
描

き
ま
す
。
さ
ら
に
毎
日
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
も
、

１
分
間
ス
ピ
ー
チ
や
生
活
の
ふ
り
返
り
を
通
し

て
、
今
の
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
、
未
来
の
あ

る
べ
き
自
分
を
作
り
出
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る

力
―
「
成
長
し
続
け
る
力
」
を
育
成
し
ま
す
。

TOINの3つの柱
EDUCATIONAL SYSTEM

K
azuhito O

hashi

「
今
の
自
分
」
と

「
未
来
の
あ
る
べ
き
自
分
」
を

つ
な
ぐ

桐
蔭
学
園
で
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、

「
か
か
わ
る
力
」「
み
つ
め
る
力
」「
や
り
ぬ

く
力
」「
か
な
え
る
力
」
を
育
て
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。「
か
な
え
る
力
」
は
L
H
R
で
の

キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
や
ジ
ョ
ブ
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
・

研
究
室
シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア

イ
ベ
ン
ト
の
中
で
育
み
、
残
り
の
三
つ
の
力
は

日
常
の
学
校
生
活
の
中
で
育
て
て
い
き
ま
す
。

将
来
社
会
に
出
た
際
に
必
要
な
こ
れ
ら
の
力

を
多
様
な
体
験
の
積
み
重
ね
の
中
で
身
に
つ

け
、「
今
の
自
分
」
を
「
未
来
の
あ
る
べ
き
自

分
」
へ
と
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ジョブ
シャドウイング

働
く
大
人
に
一
日
同
行
し
、
ど
の
よ

う
に
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
体

感
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
働
き
方
・

生
き
方
を
考
え
ま
す
。

研究室
シャドウイング

研
究
室
を
通
し
て
大
学
の
学
び
に

触
れ
る
こ
と
で
、
高
校
生
の
う
ち

に
何
を
身
に
つ
け
た
ら
よ
い
か
を

考
え
る
契
機
と
な
り
ま
す
。

第一志望宣言

今
の
自
分
を
あ
り
た
い
自
分
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
自
分
の

歩
む
べ
き
道
を
判
断
し
、
そ
の
進

路
・
決
意
を
宣
言
し
ま
す
。

03E D U C AT I O N A L  S Y ST E M

TOINの3つの柱

自分の考えや夢を伝え合うことで

「 成長し続ける自分 」に出会う。

大橋 一仁

学び支援部・キャリア教育担当次長
【Profile 】

TOIN VOICE

キャリア教育

今
年
は
職
場
体
験
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
で
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
コ

ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
は
、
人
と

自
分
に
ベ
ス
ト
な
状
態
を
も

た
ら
そ
う
と
す
る
力
の
事

で
す
。
自
己
評
価
の
結
果
か

ら
、
仲
間
と
信
頼
関
係
を
築

く
親
和
力
と
議
論
を
建
設

的
に
進
め
て
い
く
統
率
力
が

自
分
の
強
み
だ
と
気
づ
き
ま

し
た
。
キ
ャ
リ
ア
教
育
で
は
、

こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
自

分
を
見
つ
け
る
事
が
で
き
ま

し
た
。 中

瀬 

亮
誠
さ
ん

2
年

私
は
、
建
設
会
社
で
ジ
ョ
ブ

シ
ャ
ド
ウ
イ
ン
グ
を
さ
せ
て

頂
き
、
働
く
事
は
人
々
が
よ

り
良
い
生
活
を
す
る
た
め
だ

と
学
び
ま
し
た
。
木
工
場
で

は
実
際
に
作
業
を
さ
れ
て

い
る
姿
を
見
た
り
、
技
術
研

究
室
で
は
音
響
の
実
験
室
に

入
っ
て
み
て
、
こ
の
よ
う
に
し

て
私
た
ち
の
生
活
は
支
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
も
の
作
り
や
研
究
が
社

会
に
貢
献
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
実
際
に
見
て
知
れ
る
、
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

杉
村 

薫
乃
さ
ん

3
年
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EDUCATIONAL SYSTEM

+1E D U C AT I O N A L  S Y ST E M

国際人として羽ばたく、海外研修プログラム。

アフタースクール

坂本 芽空  さん

3年

坂本 真優  さん

3年

TOIN VOICE

TOIN VOICE

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
鵬
翔
祭
が
中
止
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
悔
し
さ
か
ら
、
初
と
な
る
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
鵬
翔
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
例
の
な
い

も
の
を
0
か
ら
創
り
出
す
こ
と
は
と
て
も
大
変
で

し
た
が
、
そ
の
分
大
き
な
達
成
感
を
味
わ
え
ま
し

た
。
仲
間
と
共
に
1
つ
の
こ
と
に
全
力
で
取
り
組
ん

だ
こ
の
経
験
は
私
の
高
校
生
活
の
か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
す
。

鵬
翔
祭
副
実
行
委
員
長

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
は
、
気
軽
に
英
語
を
話
し
な

が
ら
国
際
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
場
で
す
。
活
動
は
主
に
2
つ
で
、
季
節
の
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
企
画
や
運
営
と
、
放
課
後
に
グ
ロ
ー
バ
ル

ラ
ウ
ン
ジ
に
集
ま
る
留
学
生
と
の
交
流
で
す
。
他
に

も
ア
ニ
メ
・
洋
画
の
感
想
を
英
語
で
語
り
合
う
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
し
ま
す
。
是
非
一
緒

に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
マ
ス
タ
ー小野寺 海  さん

3年

藤田 紅葉  さん

3年

TOIN VOICE

TOIN VOICE

私
は
修
学
旅
行
実
行
委
員
で
の
活
動
を
通
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
訪
問
予
定
の
地

域
の
特
産
品
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
勿
論
、
そ
の
土
地

に
つ
い
て
の
過
去
や
歴
史
に
つ
い
て
深
く
調
べ
、
ま

た
そ
の
地
域
の
抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
も
色
々
な

デ
ー
タ
か
ら
探
究
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
行
く
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
前
学
習
の
過
程
は

と
て
も
有
意
義
な
体
験
で
し
た
。

修
学
旅
行
実
行
委
員

キ
リ
ノ
キ
と
は
画
像
や
映
像
と
い
っ
た
視
覚
的
表
現

を
駆
使
し
、
S
N
S
な
ど
を
通
し
て
生
徒
か
ら
見

た
桐
蔭
学
園
を
伝
え
る
、
生
徒
の
み
に
よ
る
学
校

P
R
チ
ー
ム
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
実
際
に
学
校
に
来

て
い
た
だ
く
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
て
こ
の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
キ
リ
ノ
キ
を
通

し
て
、
外
部
の
方
に
桐
蔭
学
園
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
徒
会
キ
リ
ノ
キ
担
当

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
、
放
課
後
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
の
総
称
で
す
。
そ
の
柱
の
一
つ
と
な
る
空
間

が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
す
。
放
課
後
の
友
人

た
ち
と
和
気
あ
い
あ
い
と
過
ご
す
こ
と
で
学
校
生

活
を
よ
り
一
層
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
は
、
友
人
と
の
ふ
れ
あ
い
に
「
英

語
」「
世
界
へ
の
ま
な
ざ
し
」
が
加
わ
り
ま
す
。

高
大
連
携
企
画
や
特
別
講
習
の
ほ
か
、学
園
祭（
鵬

翔
祭
）
や
修
学
旅
行
な
ど
に
向
け
た
委
員
会
活
動

も
、
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
る

高
大
連
携
企
画

有
名
大
学
の
先
生
た
ち
に
よ
る

多
彩
な
講
座

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
の
一
環
と
し
て
、
各
大
学
の

先
生
た
ち
に
よ
る
「
高
大
連
携
企
画
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
大
学
受
験
の
先
に

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
き
ま
す
。

放
課
後
特
別
講
習

放
課
後
に
は
特
別
講
習
（
特
講
）
が
開
設
さ
れ

ま
す
。
対
象
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
講
座
を
曜
日
ご

と
に
選
び
、
よ
り
進
ん
だ
学
習
が
で
き
る
、
充

実
し
た
80
分
で
す
。
例
え
ば
2
0
2
1
年
度
の

3
年
次
で
は
、
計
22
講
座
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。
弱
点
や
関
心
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
の

で
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
せ
ま
す
。

● 

目
で
見
る
量
子
の
世
界–

超
伝
導–

（
東
京
理

科
大
学
理
学
部
教
授
）

● 

分
析
化
学
の
勧
め
（
東
京
理
科
大
学
理
学
部

教
授
）

● 

原
子
と
電
子
で
考
え
る
セ
ラ
ミ
ッ
ク
材
料
の

世
界
（
東
京
工
業
大
学
教
授
）

● 

昆
虫
科
学
が
拓
く
あ
た
ら
し
い
科
学
と
技
術

の
世
界
（
東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ

ン
タ
ー
所
長
）

● 

光
の
可
能
性
を
考
え
よ
う（
東
京
大
学
先
端
科

学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

● 

脳
の
機
能
地
図
を
作
る
（
東
北
大
学
加
齢
医

学
研
究
所
教
授
）

実施講座の例

本
校
は
、
ア
メ
リ
カ
名
門
校
の
チ
ョ
ー
ト

校
（
ケ
ネ
デ
ィ
元
大
統
領
の
出
身
校
）、

ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
校
（
ブ
ッ
シ
ュ
元
大
統

領
親
子
の
出
身
校
）、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
名
門
私
立
校
の
ス
コ
ッ
ツ
校
（
男
子

校
、共
学
化
進
行
中
）、サ
ミ
ュ
エ
ル・マ
ー

ズ
デ
ン
校
（
女
子
校
）
な
ど
と
提
携
交

換
留
学
制
度
を
有
し
ま
す
。
希
望
者
は

選
考
試
験
を
経
て
参
加
で
き
ま
す
。
高

校
１
年
を
対
象
に
、
希
望
者
が
選
考
な

し
で
参
加
で
き
る
語
学
研
修
（
セ
ブ
島
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
、
校
内
のT

o
in

 E
n

g
lish

 

V
illa

g
e

（
桐
蔭
英
語
村
）
で
の
体
験
か

ら
、
１
週
間
～
数
週
間
の
語
学
研
修
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
そ
の
後
数
か
月
間
あ
る

い
は
約
10
か
月
間
の
長
期
留
学
を
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、
日
本
に
来

た
留
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
な
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で

活
躍
で
き
る
国
際
人
に

チョート・ローズマリー・ホール フィリップス・アカデミー・アンドーヴァー スコッツ・カレッジ サミュエル・マーズデン・カレジエート・スクール

桐蔭学園の海外提携校（2020 年度 ）

Choate
Rosemary Hall
チョート・ローズマリー・ホール

長期留学：1 年間

共学

Cushing Academy

クッシング・アカデミー

短期研修：約 5 週間

共学

短期研修：約5週間 長期留学：1 年間

短期研修：約5週間 長期留学：1 年間

Phillips 
Academy Andover
フィリップス・アカデミー・
アンドーヴァー

共学

Northfield Mount 
Hermon School
ノースフィールド・マウント・
ハーマン・スクール

共学 男子

Deerfield 
Academy
ディアーフィールド・アカデミー

中期／学期（ターム）研修：約 10 週間

共学

Scots College

スコッツ・カレッジ

長期留学：1 年間

女子

St.Paul’s School

セントポールズ・スクール

中期／学期（ターム）研修：約 10 週間

共学

Samuel Marsden
Collegiate School
サミュエル・マーズデン・
カレジエート・スクール

長期留学：1 年間

期間：10日間 人数：約 50 名

ニュージーランド語学研修

女子 高校
1 年男子

期間：15日間 人数：約 100 名

セブ島語学研修

女子男子 高校
1 年

希望制の語学研修
（2020 年度 ）
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CLUB
アフタースクールでも豊かな人間性を育む

TOIN の部活動。

運動部 （2020年度活動実績）

硬式野球
サッカー
ラグビー
剣道
柔道

バスケットボール
ハンドボール
バレーボール
軟式野球
卓球

硬式テニス
ソフトテニス
陸上競技
少林寺拳法
バドミントン

水泳
体操
スキー
ソフトボール
アウトドア

弓道
ダンス
ラクロス

文化部 （2020年度活動実績）

吹奏楽
写真
天文
囲碁
将棋
生物

美術
書道
文芸
鉄道研究
化学
電気工作

インターアクト
演劇
漫画研究
数楽研究会
軽音楽
グリークラブ

コンピューター研究会
混声合唱
和太鼓
茶道
園芸
器楽

華道
箏曲
料理研究会
競技かるた
模擬国連
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EVENTSUNIFORM
充実の 1 年間を送る豊富なイベント

紺のブレザースタイルで本校オリジナルの青いエンブレムとボタンが特徴です。ブレザーとスラックスは、

ご家庭でも洗える素材となっています。撥水生地や伸びる裏地等、高機能素材にもこだわっています。
BOYS

男子

紺のスーツスタイルです。リボン・ネクタイが選べます。スカートは一見無地に見えますが、ヒダの蔭にブルーの

ストライプが隠れていて、着る生徒の動きに合わせて表情を変えます。スラックスも選べます。上着とスカート・

スラックスは、ご家庭でも洗える素材となっています。撥水生地や伸びる裏地等、高機能素材にもこだわってい

ます。さらにオプションスカートはスコットランドの大手タータンチェックメーカーであるLOCHCARRON社がデザインした柄を

採用しました。青のチェックが可愛らしい印象を与えてくれます。こちらのスカートは通年素材となっている為、一年中着用する

事が出来ます。どのアイテムとも相性抜群で、一年中のオシャレをサポートしてくれます。

GIRLS
女子

スカートは涼しげなグレー地に冬スカート同様ヒダに隠れたブルーのストライプがポイント。スラックスも選べます。

また抗菌防臭・消臭・吸汗速乾・防汚・UVカット・透け防止・ノーアイロンと機能も満載のシャツが、夏の快適な生

活をサポートしてくれます。

爽やかなサックスブルーのボタンダウンシャツで、左胸の鳳凰がアクセントです。吸汗速乾・防汚・UV カッ

ト等の機能が、夏の快適な生活をサポートしてくれます。
BOYS

男子

GIRLS
女子

W
IN

T
ER 

〈
冬
服
〉

SU
M

M
ER 

〈
夏
服
〉

卒業証書授与式
学年末考査
修了式

正月講習（2年）
朝会
特別編成授業（3年）

〔ホール〕映画鑑賞

校内実力テスト特別編成授業（3年）
朝会

〔ホール〕ミュージカル鑑賞
修学旅行（2年）
保護者会
未来への扉発表会
生徒会認証式

〔ホール〕落語の会
２学期末考査

〔ホール〕歌舞伎鑑賞
学園祭（鵬翔祭）

1学期末考査
朝会
夏期講習

夏期講習保護者授業参観オリエンテーション
入学式
始業式
新入生歓迎会
遠足
生徒会認証式

避難訓練
〔ホール〕音楽鑑賞
スポーツ競技会
保護者会

（ 例年の予定 ）

T
IE

 girls
V

E
ST

 girls
B

A
G

 girls

SW
E

AT
E

R
 girls

B
A

C
K

PA
C

K

ITEMS
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FACILITIES
自然豊かで広大な学園の充実した施設

05
食堂

04
A 棟図書館

08
ラグビー場

07
メインアリーナ

03
A 棟

Googleマップでも

と検索 !
06

グローバルラウンジ

02
学園第 1 図書館

学園内の各校舎の要（かなめ）の位置にそびえ、円錐を斜めに切り落としたような銀色に輝く建物が学園のシンボル、桐

蔭学園シンフォニーホールです。入学式・卒業式など学園の公式行事のほか、オーケストラなどの演奏会、歌舞伎などの

古典芸能、劇団による演劇、映画や講演会など、国内外の一流の芸術・文化に、多くの生徒たちが直接ふれることができ

ます。また、学園祭などでの生徒の創造的活動の発表の場でもあり、学園内の教育的・文化的活動の拠点となっています。

桐蔭学園シンフォニーホール

保健衛生

それぞれの校舎に保健室が置かれており、速やかに生徒の怪我や病気の対応にあたります。学園

の中央に位置するシンフォニーホール近くには桐蔭学園診療所もあり、校医そのほかの協力医に診

察してもらうことが可能です。AED（自動体外式除細動器 ）もキャンパス内の24か所に設置され

ています。保護者・生徒の相談に対し、きめ細かく対応するためにカウンセラーも常駐しています。

災害対策

大きな地震災害に対しては、校舎は充分な耐震性を保っているとの評価をいただいています。災害

時には、東日本大震災の時と同様に、帰宅困難な生徒を学校に留めておくことが想定されますので、

非常食、防寒シート、水などを備蓄しています。また、もしもの時に生徒の身を守る「 大地震対応マ

ニュアル 」も全生徒に対して4月に配付されています。これは、登下校中に大地震が発生した際の

自身の安全の守り方や連絡方法について、耐水性のストーンペーパーに印刷されているものです。

さらに、台風や大雪などで臨時休校にする場合や早めに下校させる時は、事前登録者への一斉メー

ルを用いて保護者の方々へ連絡しています。

TOPICS

02

01

03

04
05

06

08

07

01
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国公立大学
（防大、防医大等を含む）

12

GMARCH

9

早慶上理ICU

8

私大医歯薬獣医看護

4

その他（合格大学
なしを含む）

14

一　ほのぼのと　萌え出でし草　のぞみあり

深くゆたかに　たたへたる

もろくさの根の　いとなみの

いまあらはれし　しるしなる

二　いかづちや　くろがねの森　ちからあり

枝をかはして　きそひあう

おのおのの木の　恋ひやまぬ

向きさまたぐる　ものはなし

三　阿夫利根を　雁わたる見ゆ　未来あり

もとめもとめて　あふれくる

もろもろの胸　いつしらず

おのづとむかふ　ところあり

四　大空の　雪後の青さ　まことあり

さむききびしき　はてしなき

世の荒き道　貫きて

この冴ゆるもの　身をひたせ

作詞：加藤 楸邨　作曲：荒川 よう

桐蔭学園 学園歌

大学合格実績 （2021 年 4 月判明分 ）

す べてのことに「 まこと 」をつくそう。

最 後までやり抜く「 強い意 志 」を養 おう。

校 訓

社会連帯を基調とした、義務を実行する自由人たれ。

学問に徹し、求学の精神の持ち主たれ。

道義の精神を高揚し、誇り高き人格者たれ。

国を愛し、民族を愛する国民たれ。

自然を愛し、平和を愛する国際人たれ。

建学の精神

桐 蔭 学 園 の 校 章

桐蔭学園の校章は、五三の桐（ごさんのきり）です。歴代理事長の母校、旧制東京高等師範学校（現・筑波

大学）の校章にちなんでいます。桐には、瑞鳥、鳳凰（ほうおう）が宿るとされています。千里万里を天翔（あ

まかけ）る前に、鳳凰がその力を養うのが桐樹の蔭（かげ）です。緑の高台に陽光を浴びて白亜の校舎が点

在し、その間に広がる広大なグラウンドは、まさに桐樹の蔭。学校創立以来、その「力」は年ごとに飛躍して

おり、鵬（おおとり）のひなは、この桐の蔭から次々と飛び立っています。

「知は感動なり」〜夢を語れる情熱を
桐蔭学園高等学校

校長 岡 田  直 哉

今まで知らなかったことを知ったり、理解できなかったことが理解

できるようになると、「ああ、そうだったのか！」という感動が湧い

てきます。これが「なぜ学ぶのか」という問いに対する私なりの答

えです。感動を得るために日々学んでいるといえるのかもしれませ

ん。皆さんがこの桐蔭学園で「なぜ学ぶのか」について考え、その答

えが見つけ出せる日を楽しみにしています。

P R I N C I P A L  M E S S A G E

校長メッセージ

進
学
実
績
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し
、
志
望
大
学
へ
の
進
学
を
目
指
す

COURSE 
RECORD

■ 国公立大　72 名（ 東大 1・東工大 1・お茶の水女子大 3・横国大 13・都立大 11など）

■ 医学科　5 名（ 国立 1・順天堂他私立 4 ）

■ 薬学部　22 名（ 千葉大 1を含む）

■ 看護系　18 名（ 横市大 1・県立保福大 1 含む）

※早慶上理も当然受験し96 名合格　※私立女子大も77 名が合格　※推薦型・総合型は計 30 名の合格

プログレスコース初年度合格実績

※推薦型・総合型では計 174 名の合格

■ 国公立大　18 名（ 京都大 1・東京工業大 1・お茶の水女子大 1を含む）

■ 早稲田大　11 名    ■ 慶應義塾大　11 名
■ 上智大　13 名    ■ 東京理科大　17 名
■ 国際基督教大　2 名 ■ 医歯薬看護系　71 名
■ 私立女子大　112 名 ■ GMARCH　166 名

アドバンスコース初年度合格実績

※推薦型・総合型では計 145 名の合格

■ 国公立大　5 名（ 水産大学校 1を含む）

■ 早慶上理　20 名    ■ 学習院大　4 名
■ 明治大　6 名    ■ 青山学院大　8 名
■ 立教大　5 名    ■ 中央大　15 名
■ 法政大　6 名    ■ 医歯薬看護系　26 名
■ 女子大　61 名    ■ 日東駒専　63 名

スタンダードコース初年度合格実績

Column
大学合格実績　［一人1カウント］

プログレスコース 
成績 2 番手集団の実績
3コース制2年目以降のプログレスの集団は200名前後です。

高2段階の成績2番手集団（コース内57位〜103位）に

注目してみました。

国公立に4分の1、早慶上理以上に40%以上、

GMARCH以上に70%以上。

もちろんトップ層はさらに受かっています！
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